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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 
インフルエンザ感染、その合併症のハイリスク集団とされる糖尿病患者において、インフルエンザ 
A(H1N1)pdm09 ワクチンの免疫原性を調査し、また免疫応答に影響する因子について検討すること。 
【対象】 
大阪市立大学医学部付属病院糖尿病内科に定期通院中の糖尿病患者 49名 
【方法】 
2009/2010 シーズンに前向きコホート研究を計画し、対象者にインフルエンザ A(H1N1)pdm09 ワクチ
ンを 1回接種した。接種前と接種 3週間後に血清を採取し、赤血球凝集抑制抗体価(HI価)を測定し
た。解析は既感染が疑われた 1名を除外し 48名につき行った。免疫原性の指標として幾何平均抗体
価、平均上昇倍数、抗体応答率(SR)、抗体保有率(SP)を算出した。免疫応答との関連因子は、性、年
齢、糖尿病型、糖尿病罹病期間、HbA1c、BMI、糖尿病治療、接種前 HI価を検討した。 
【結果】 
接種 3週間後、幾何平均抗体価は約 9倍上昇し、SRは 79%、SPは 73%であり、国際基準を満たす抗体
を誘導した。しかし高齢の患者、BMIの低い患者で免疫応答が低下していた。また多変量解析により
HbA1cと SPに負の関連を認めた。なお、接種に伴う重篤な有害事象は認めなかった。 
【結論】 
糖尿病患者において、インフルエンザ A(H1N1)pdm09ワクチンの 1 回接種は良好な抗体応答を誘導し
た。しかし、高齢の患者、BMI の低い患者、糖尿病コントロール不良の患者においては、免疫応答が
乏しい可能性があることについて認識する必要がある。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 インフルエンザ感染、その合併症のハイリスク集団とされる糖尿病患者において、インフルエンザ 
A(H1N1)pdm09 ワクチンの免疫原性を調査し、また免疫応答に影響する因子について検討することを
目的に、本研究を行った。 
対象は、大阪市立大学医学部付属病院糖尿病内科に定期通院中の糖尿病患者 49名である。2009/2010
シーズンに前向きコホート研究を計画し、対象者にインフルエンザ A(H1N1)pdm09ワクチンを 1回接
種した。接種前と接種 3 週間後に血清を採取し、赤血球凝集抑制抗体価(HI 価)を測定した。解析は
既感染が疑われた 1名を除外し 48名について行った。免疫原性の指標として幾何平均抗体価、平均
上昇倍数、抗体応答率(SR)、抗体保有率(SP)を算出した。免疫応答との関連因子については、性、年
齢、糖尿病型、糖尿病罹病期間、HbA1c、肥満指数（BMI）、糖尿病治療、接種前 HI価を検討した。 
 ワクチン接種 3週間後、幾何平均抗体価は約 9倍上昇し、SRは 79%、SPは 73%であり、国際基準を
満たす抗体を誘導した。しかし高齢の患者、BMIの低い患者では免疫応答が低下していた。また多変
量解析により HbA1cと SPに負の関連が認められた。なお、接種に伴う重篤な有害事象は認められな
かった。 
 糖尿病患者において、インフルエンザ A(H1N1)pdm09 ワクチンの 1回接種は良好な抗体応答を誘導
することが明らかとなった。他方、高齢の患者、BMIの低い患者、糖尿病コントロール不良の患者に
おいては、免疫応答が乏しい可能性があることを認識する必要性があることも示唆された。 
 本研究は、糖尿病患者におけるインフルエンザ A(H1N1)pdm09ワクチンの免疫原性について研究し、
免疫応答に影響する因子について明らかにしたものであり、糖尿病患者におけるインフルエンザ
A(H1N1)pdm09 ワクチンの免疫応答関連因子の解明に寄与するものであると考えられる。よって本研
究者は、博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
 
 
 
 
 
